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機械器具(21) 内臓機能検査用器具 
一般医療機器 再使用可能な心電用電極 42489000 

エクストレース 

  
 
        
        
        
          
       
       
                                     

 
 
 
        
 
         
  
        
 
 
 
      
 
 
 
 
 
         
  

       
               

       
               
         
              
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 添付文書管理番号S0011 

【使用方法等】 

1. エクスセンサーを袋から取り出し破損等がないか確認してください。 

2. エクスゲルパッドの中央ゲル面に、エクスセンサーを貼り付けます。 

3. リード線が絡まっていないことを確認します。 

4. 1.5mmDINコネクタを相互性のあるモニタに接続します。 

【使用上の注意】** 
重要な基本的注意 

• リード線を強く引っ張ったり曲げたりしないで下さい。断線の原因と

なります。 

• 使用中患者さんの過度な動きによってデータに影響が出る場合があり

ます。 

• エクスゲルパッドのライナー（バッキング側）を剥がす際、中央のゲ

ル面には触れないで下さい。接着力の低下やノイズの原因となります。 

• 装着部位に発赤・膨張などの過敏症状が稀に現れることがあります。

このような場合は、使用を中止して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

 水濡れに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所を避けて保管して 

下さい。  

使用期限：エクスゲルパッドは、製造日より2年間有効[自己認証（当社デ

ータ）により設定] 

 耐用期間：エクスセンサーは消耗品です。断線した場合は、新しい製品と

交換してください。エクスゲルパッドは単回使用です。 

【保守点検に係わる事項】  

• 本品の消毒を行なう際は必ずモニタから取り外して下さい。 

• 本品は、蒸気・エチレンオキサイトガス滅菌や放射線滅菌はしないで

ください。 

  

【形状・構造及び原理等】* 

 型式：EXG-C10（EX-150/4、EX-150/6、エクスゲルパッド） 

 ※上記標準規格以外の組み合わせをする場合もあります。 

エクスセンサー 
ケーブル長［mm］ 

赤 黄 緑 黒 茶 紫 

EX-150/4 1500 1500 1500 1500 － － 

EX-150/6 1500 1500 1500 1500 1500 1500 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

1.5mmDINコネクタ：ABS樹脂 カーボンリード線：カーボン 被覆：PVC 

電極部：銀･塩化銀塗布カーボンフィルム  

 

 エクスゲルパッド（電極パッド） 

 

 

 

 

 

  

適用機種 

  1.5mmDINコネクタが接続できる装置に使用して下さい。電極パッドはエク

スゲルパッドのみ使用できます。 

 

【使用目的又は効果】  

体表に設置する導体です。（通常、ベルトで固定し、コンタクトゲルを使用す

る）。体表の電気信号を処理装置（心臓の電気活動をグラフで表示する）に伝

達します。この電気活動を記録する一般的な装置は、心電計（ECG）です。 

本品は再使用可能です。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 ** 
  製造販売業者及び製造業者：株式会社センステック 
   TEL 04-7128-6023 

【禁忌・禁止】** 
＜使用方法＞ 
1. エクスゲルパッドは単回使用です。再使用しないで下さい。 
2. 蒸気滅菌や放射線滅菌及びエチレンオキサイトガス滅菌は、絶対に

行なわないで下さい。 
 
＜併用医療機器＞ 「相互作用の項参照」 
1. 磁気共鳴画像診断装置（MRI）環境下では、使用しないで下さい。 

EX-150/6 

1/1 

ゲル：アクリル系樹脂架橋体、添加剤、

多価アルコール、電解質中性塩類 
バッキング：PETフィルム 
ライナー（ゲル側）：PETフィルム 
ライナー（バッキング側）：PEフィルム 

2. 併用注意（併用に注意すること） 

    除細動を行う際は、患者の胸部に装着した電極からなるべく離して通電 

して下さい。接触の恐れがある場合は、電極を取り除いてください。 

※除細動のパドルがゲルパッドやリード線に触れると、熱傷を生じる 

可能性があります。 

相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

1. 併用禁忌（併用しないこと） 
医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

磁気共鳴画像診断装置 
（MRI装置） 使用禁止 誘導起電力による発熱で

熱傷を負うことがある。 

 


